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【概 要】

高齢化社会に直面し、骨疾患に対する新たな治療法の開発や、疾患骨、再生骨の新たな

計測・診断法の開発が求められている。生体骨は、水分を除けば主にコラーゲンと無機質

であるアパタイト結晶で構成されており、応力はアパタイトによって担われている。その

ため、骨疾患は骨密度（アパタイトの存在量）のみで診断されていたが、これでは骨本来

の特性評価には充分でない。本研究では、工学的手法を用い骨疾患の評価、骨再生過程を

調べると共に、制御した環境下での骨再生を図る。すなわち骨を構成するアパタイト結晶

に注目し、微小領域Ｘ線回折法を用い、その配向性、結晶性を調べることにより骨の力学

特性を評価する。アパタイト結晶の配向性は、生体各部位の骨によって異なり、この各部

位の疾患骨、再生骨をアパタイト結晶の配向性の立場から調べ、疾患の程度、骨再生過程

を明らかにし、新たな診断法として臨床応用を目指す。

また、応力付加、磁場印加とアパタイト配向との相関関係を調べ、付加応力、印加磁場

条件を制御することにより、アパタイト配向性を通じて骨機能を制御することを試みる。

【期待される成果】

アパタイトは六方晶を基本格子とするナノ結晶であり、長手方向である c 軸方向で強度

は高くなり、生体各部位でその配向性を変化させることにより、力学環境に適合している。

本研究により、生体各部位の正常骨と疾患骨のアパタイト配向性を調べ、その力学特性と

の相関関係を明らかにすることにより、レントゲン投影とは異なり、骨質評価による正確

な骨疾患の程度が明らかとなる。この際、低侵襲による試料採取と骨回転固定治具の開発

により微量試料での分析を行い、臨床応用が可能となる。また、応力付加、磁場印加条件

下の骨再生法の開発により、生体各部位に適した骨再生デザインが期待される。
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